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仮想マシン作成方法
：無線中継装置、仮想マシン作成サーバ、無線中継方法、および

マルチホップ通信システム

ＷｉＭＡＸＷｉＭＡＸＷｉＭＡＸＷｉＭＡＸととととＬＴＥＬＴＥＬＴＥＬＴＥによるによるによるによるマルチホップマルチホップマルチホップマルチホップ通信通信通信通信

マルチホップ通信システムにおいて、各ホップのリモート部に対応する制御装置の
追加導入を不要として設備投資の削減を目的とする。

本発明によれば、各ホップのリモート部に対応する制御装置の追加導入が不要と
なるとともに、他の通信業者のコアネットワークに接続する場合にも新たな制御装
置の導入が不要となるために、設備投資の大幅な削減が可能となる。

本発明マルチホップ通信システムにおいては、端末装置１１または無線中継装置１
２のドナー部と無線方式Ａで通信を行うとともに、基地局または無線中継装置１２の
リモート部と無線方式Ｂで通信を行なっており、無線方式Ａのサービスに必要な各制
御装置の仮想マシン４の起動要求を仮想マシン作成サーバ１４に送信し、その起動
要求の送信に対して仮想マシン作成サーバ１４から仮想マシン４の起動完了の報告
とともに仮想マシン４と通信するための通信先を示す通信先情報を含む起動完了報
告を受信し、その各起動完了報告が持つ通信先情報を含む設定情報を通信先情報
に対応する仮想マシン４以外の他の仮想マシン３、２に送信している。


